
 

国連総会で「世界津波の日」が正式決定 

 

昨年１２月２３日午前５時５０分（日本

時間）第７０回国連総会で全会一致により、

「稲むらの火」の１１月５日が「世界津波の

日」に採択されました。 

 「世界津波の日」は、「津波対策推進法」

で定められている１１月５日の「津波防災

の日」を世界で共有しようと、昨年９月に日

本政府が国連総会へ提案しました。津波対

策への意識を高めることにより、世界中の

人々の尊い命を守ることを目的としたもの

です。 

 １２月２３日朝９時３０分より、「稲むら

の火の館」前駐車場におきまして、「世界津

波の日」制定横断幕除幕式が執り行われま

した。この「世界津波の日」制定の最初の提

唱者である二階俊博自民党総務会長や、西

岡町長、吉井県議会議員等多くの皆様がお

祝いに駆けつけてくれました。 

 二階、吉井氏の祝辞、町長の挨拶の後、樫

原町議会議長も含めた４氏により、横断幕

が除幕されました。その次には、参加者全員

により、万歳三唱があり、あたりは喜び一色

に包まれました。 

 マスコミ(新聞・テレビ・ラジオ)各社も取

材にこられ、ニュースは全国へと発信され

ました。  

その後は、会場を役場前多目的広場に移 

 

して、お祝いの餅投げが行われました。餅投

げに先立って、祝砲(花火)が打ち上げられ、

会場のムードは一層盛り上がりました。 
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インドネシア アチェ津波博物館館長 

       との共同声明調印式 
 

 １月１６日、インドネシアのアチェ津波

博物館のトミー・ムリア・ハサン館長が「稲

むらの火の館」に来館され、西岡町長との間

で、津波防災に関する共同声明の調印が行

われました。 

この調印式には「世界津波の日」提唱者の

二階俊博自民党総務会長と仁坂吉伸和歌山

県知事、ユスロン・イザ・マヘンドラ駐日イ

ンドネシア大使等が立ち会われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この日の夜には、「世界津波の日」制定記

念の会実行委員会の主催による、二階俊博

自由民主党総務会長とトミー・ムリア・ハサ

ン館長の特別講演会が広川町民体育館で開

催され、１，２００人余りの皆様が参加され

ました。 
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第三回稲むらの火講座 
 

第三回「稲むらの火講座」を開催いたしま

す。本講座は、本年度から始めた「稲むらの

火の館」の主催事業です。 

「稲むらの火」「濱口梧陵」「津波防災」を

キーワードとして開催するものです。 

第三回目は、下記の要領で開催します。 
 

 日時 平成２８年２月２１日（日） 

午後１時 ～ 

 場所 稲むらの火の館３階ｶﾞｲﾀﾞﾝｽﾙｰﾑ 

 講師 近藤 誠司先生 

   関西大学社会安全学部准教授 

 演題 いのちを守る災害情報 

  〜巨大災害に立ち向かうために〜            

定員は１００名。申込順です。 

「稲むらの火の館」へお申込下さい。 

************************************* 
 
<お客様の声> 
 
天皇皇后両陛下がご来館されたと聞き、

娘に頼んで連れて来てもらいました。 

 両陛下がご覧になられた施設をひとめ見

るだけでも……と思い来ましたが、写真展

で、思いがけずお姿を拝見でき、感無量です。 

           (ご年配の女性) 

レンタサイクル、とても快適でした。乗り

やすい自転車でスイスイ走りました。いろ

んなところを回れて良かったです。（男性） 

************************************** 
 

<トピックス> 
 
最近、「稲むらの火の館」のことが新聞・

テレビによく取り上げられています。その

中でも、この程、「高知新聞」「信濃毎日新聞」

「新潟日報」「愛媛新聞」「大阪日日新聞」「大

分合同新聞」「秋田さきがけ新聞」にも掲載

されたことが分かりました。共同通信社が

情報を配信したことにより、全国的にメデ

ィアに取り上げられるようになりました。 

 

 

朗読劇「忘れない」プレイベント 
 

和歌山県文化振興財団主催の朗読劇「忘

れない」が今回海南市で開催されますが、そ

のプレイベントが「稲むらの火の館」で開催

されます。定員５０人(参加料：無料) 
 

 日時 平成２８年２月１４日（日） 

午後２時 ～ 

 場所 稲むらの火の館３階 

 内容 お話 稲むらの火の館館長 

       梧陵さんと私 

   演出家 栗原 省氏 

   聞き手 南くるみ氏(和歌山放送) 

申込・問い合せは「稲むらの火の館」まで。 

*************************************

ＦＭ東京の取材が入りました 
 

１２月１１日、ＦＭ東京の取材班がこら

れました。デイレクターとレポーターのル

ーシーさん、カメラマンの３人でした。「ホ

ンダスマイルミッション」という番組で、１

月１３日に放送されました。取材班の車は

下の写真のとおり、ユニークでした。 

 
 

ＦＭ和歌山にも出演しました 
 

「やかた」の館長は、ＦＭ和歌山の番組に

も出演しました。「和歌山ミライ研究所」と

いう番組で、語り部サークルの田中福子さ

んに「稲むらの火」を朗読していただきまし

た。 
＜稲むらの火の館の紹介＞

濱口梧陵記念館／津波防災教育センター

〒643-0071 住所 広川町広671

℡：0737-64-1760／FAX：0737-64-1761

http://www.town.hirogawa.wakayama.jp/inamurano

hi/

*開館時間：午前10時～午後５時（受付終了４時）

*休館日：月曜日・火曜日（祝日開館）

年末年始（12/29~1/4）

*記念館だけの入場は無料です。
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